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　　人口の動き

一8月雪日現在一一

男　　　494451－4）

女49466〈o）
計　　　8，911（一4）
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町民の憩いの場
ナカゴグリーンパークが完成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一7月21日一

　　去年の7月27日から造成工事に取りかかっていた、ナカ
　ゴグリーンパークがこのほど完成し、町民に開放されました．

　　この施設は、「ふるさと創生事業」のひとつとして実施．

　1．3ヘクタールの芝生広場とパターゴルフ場（18ホール、
　パー72、ナイター施設完備）があり、・総工費2億9，300
　万円が投じられました．町民はもとより、多くの利用者が訪

　れることが期待されるところです．
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團休日救急医
8月11日第二藤巻医院（上野）a68－2018

　18日中条病院（中条）a57－3018

　25日庭野医院（寿町〉a52－2711

9月1日大熊医院（山本町）a52－7066

　8日千手診療所（中央町）a68－2034

　15日中条病院（中条）a57－3018



へ
〃

♂

　
第
四
回
町
議
会
定
例
会
は
、
七
月

串
九
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
当
田
は
、

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
建
設
工
事

が
承
認
さ
れ
ま
じ
た
。

　
十
一
日
の
一
般
質
問
の
概
要
を
中

心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
質
問
順
に
掲
載
）

妻
有
大
橋
開
通
に
向
け
た
対
応
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
上
村
広
治
議
員

①
妻
有
大
橋
開
通
に
向
け
工
業
団
地
、

宅
地
造
成
を
行
う
構
想
に
つ
い
て

ω
　
い
ず
れ
も
完
成
後
は
水
の
需
要

　
を
伴
う
。
慢
性
的
水
不
足
の
当
町

　
で
は
、
適
地
は
信
濃
川
沿
い
と
考

　
え
て
も
よ
い
か
。

㎝
　
メ
イ
ン
と
な
る
道
路
構
想
は
。

⑥
工
業
団
地
と
し
て
必
要
な
面
積

　
的
な
構
想
は
。

ゆ
工
業
団
地
・
宅
地
造
成
は
、
距

　
離
的
に
ど
う
関
連
付
け
る
の
か
。

樹
十
日
町
市
と
の
土
地
価
格
に
つ

　
い
て
の
考
え
方
。

②
星
名
邸
の
国
の
重
文
指
定
に
伴
う
、

町
の
対
応
と
観
光
づ
く
り
に
つ
い
て

qD

星
名
邸
の
保
存
、
観
光
面
に
対

　
す
る
財
政
的
対
応
は
。

㎝
町
の
観
光
に
対
す
る
今
後
の
宣

　
伝
方
法
は
い
か
に
。

⑥
温
泉
掘
削
を
も
っ
と
積
極
的
に

　
取
り
組
め
な
い
か
。

③
J
R
水
対
策
に
つ
い
て

q
　
モ
ト
ク
ロ
ス
場
の
飲
料
水
枯
渇

　
が
、
J
R
水
路
ト
ン
ネ
ル
で
な
く
、

　
他
の
開
発
の
影
響
と
す
る
原
因
は
。

ω
　
横
杭
湧
水
を
補
償
用
水
と
位
置

　
付
け
る
こ
と
に
疑
問
は
な
い
の
か
。

ゆ
補
償
用
水
は
ト
ン
ネ
ル
内
の
水
、

　
信
濃
川
か
ら
揚
水
す
る
水
、
と
い

　
う
こ
と
で
交
渉
す
べ
き
で
は
。

　
　
南
　
　
雲
町
長

①
q
D
信
濃
川
沿
い
は
適
地
の
5

で
あ
る
。
し
か
し
、
私
は
、
町
の
将

来
像
は
優
良
米
の
産
地
と
い
う
こ
と

を
生
か
し
、
食
糧
生
産
基
地
と
し
て

の
位
置
付
け
を
重
視
し
た
い
考
え
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
水
の
優
位
を

も
っ
て
工
場
団
地
化
や
宅
地
化
す
る

こ
と
の
是
非
は
、
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ω
宅
地
造
成
は
、
山
野
田
地
域
区

画
整
理
事
業
（
十
六
町
歩
・
約
三
百

世
帯
）
の
実
現
に
努
力
し
た
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
信
濃
川
沿
い
に
宅

地
造
成
の
構
想
は
な
く
、
道
路
計
画

、
灘
、

町長から重文の認定証を受ける星名さん（5．31）

の
持
ち
合
わ
せ
も
な
い
。

ゆ
　
工
業
団
地
の
設
定
に
あ
た
っ
て

は
、
そ
の
都
度
必
要
を
満
た
し
て
い

く
方
法
で
考
え
て
お
り
、
当
面
、
候

補
地
と
し
て
は
、
町
道
東
山
新
町
新

田
線
の
東
側
に
あ
る
中
屋
敷
地
内
を

予
定
し
て
い
る
。

ω
十
日
町
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
町
を
位
置
付
け
た
い
と
考
え
て

お
り
、
工
業
団
地
、
工
場
適
地
と
住

宅
の
距
離
な
ど
に
つ
い
て
は
、
特
段

配
慮
す
べ
き
事
項
で
は
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

樹
　
妻
有
大
橋
の
完
成
に
よ
り
、
十

日
町
市
の
中
心
街
と
の
距
離
感
が
大

き
く
変
化
し
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な

事
情
の
中
に
あ
っ
て
、
土
地
価
格
に

相
当
の
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

宅
地
造
成
を
考
え
る
う
え
で
大
さ
な

強
み
で
あ
る
と
思
う
。

②
m
平
成
四
年
度
以
降
、
年
次
計

画
に
よ
り
整
備
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
県
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
所
有
者
で
あ
る
星
名
家
の
考
え
方

　
　
北
村
公
男
議
員

0
公
共
下
水
道
基
本
計
画
策
定
事
業

に
つ
い
て

qD

町
全
体
の
下
水
道
工
事
の
見
通

　
し
は
。

の
千
手
地
区
全
域
の
工
事
の
進
め

を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
　
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
引
き
続
き
話
し
合
い
を
し
て
い
　
③
q
D
モ
ト
ク
ロ
ス
場
に
飲
料
水
を

き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
っ
て
い
る
パ
イ
プ
の
途
中
で
、
漏

励
総
体
的
に
は
、
観
光
宣
伝
の
遅
　
　
水
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

れ
と
い
う
の
は
卒
直
に
認
め
な
け
れ
　
　
た
だ
、
こ
の
水
源
地
の
湧
水
量
に
ど

ば
な
ら
な
い
実
情
に
あ
る
。
宣
伝
は
　
　
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
か
、
こ

対
町
外
を
重
視
す
る
か
、
町
の
方
々
　
　
れ
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
、
現
在
、

か
ら
自
ら
の
町
を
十
分
知
っ
て
も
ら
　
　
そ
の
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

う
こ
と
を
重
視
す
る
か
、
両
者
を
並
　
　
の
現
在
あ
る
資
源
を
利
用
し
て
補

行
さ
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
　
　
償
に
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
通

に
な
っ
て
く
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。

　
今
後
、
地
道
に
観
光
資
源
を
一
つ
　
　
　
ま
た
、
補
償
に
つ
い
て
は
、
事
後

ひ
と
つ
掘
り
起
こ
し
、
開
発
、
整
備
　
　
補
償
と
い
う
の
が
原
則
で
あ
る
。
し

を
し
て
、
宣
伝
に
努
め
て
い
き
た
い
。
　
か
し
、
水
道
水
源
に
つ
い
て
は
事
前

⑥
過
去
、
三
年
間
の
温
泉
探
査
調
　
　
補
償
と
し
て
獲
得
し
て
お
る
、
こ
う

査
で
は
、
全
体
と
し
て
可
能
性
の
高
　
　
い
う
実
情
を
認
識
し
て
頂
き
た
い
。

い
と
こ
ろ
は
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
、
　
⑥
直
接
信
濃
川
の
水
を
利
用
す
る

そ
の
中
で
や
や
可
能
性
の
あ
る
と
こ
　
　
と
い
う
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
難
し
い

ろ
は
町
の
北
東
の
地
域
で
あ
り
、
千
　
　
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
水
資
源
が

メ
ー
ト
ル
以
上
の
削
井
が
必
要
で
あ
　
　
豊
富
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

る
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
程
度
の
見
　
　
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
に
住
む
住

通
し
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
ひ
　
　
民
に
と
っ
て
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

と
つ
の
成
果
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
の
将
来
の
問
題
と
し
て
、
手

　
本
年
が
総
合
開
発
計
画
（
後
期
）
の
　
　
を
ゆ
る
め
る
こ
と
な
く
、
水
源
の
開

策
定
の
年
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
　
　
発
な
ど
も
含
め
て
努
力
を
し
な
け
れ

そ
の
中
で
開
発
構
想
を
総
合
的
に
考
　
　
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

下
水
道
施
設
の
早
期
実
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
と
終
了
年
度
の
メ
ド
は
。
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轡

ゆ
下
水
道
工
事
に
関
係
す
る
一
戸

当
り
の
費
用
は
い
く
ら
か
。

ゆ
下
水
道
工
事
に
関
係
す
る
工
事

費
に
融
資
制
度
を
。

樹
山
野
田
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
と
の
関
連
は
。



②
町
診
療
所
の
移
転
先
、
面
積
、
費

用
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
南
　
　
雲
町
長

①
q
D
町
の
下
水
道
普
及
率
は
三
十

三
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
今
後
、
十
年
間

に
百
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
整
備
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
原
田
・
根
深
・
下
原
、

中
仙
田
・
赤
谷
・
岩
瀬
、
大
白
倉
・

小
白
倉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
処
理
区
と

し
、
農
林
水
産
省
補
助
で
。
千
手
地

区
は
、
全
域
を
建
設
省
所
管
の
下
水

道
事
業
で
取
り
組
み
た
い
。

　
ま
た
、
元
町
・
新
町
新
田
に
つ
い

て
は
、
こ
の
二
つ
の
地
域
で
一
処
理

区
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
上
野
地
区

に
合
併
さ
せ
る
か
、
最
も
ス
ム
ー
ズ

に
い
く
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
さ
ら
に
、
室
島
、
田
戸
、
小
脇
、

高
倉
、
大
倉
、
四
十
歩
に
つ
い
て
は
、

集
落
単
位
で
厚
生
省
所
管
の
合
併
処

理
浄
化
槽
整
備
事
業
で
取
り
組
み
た

纈濫
蓑

鎌

鰍
繍

橘
地
区
下
水
管
路
工
事
（
仁
田
地
区
）

い
。

　
具
体
的
な
実
施
年
度
に
つ
い
て
は
、

今
後
早
急
に
各
集
落
の
意
向
を
打
診

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ω
平
成
三
年
度
に
基
本
計
画
を
策

定
し
、
四
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し

た
い
。
十
日
町
の
処
理
場
を
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
考
え
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
最
終
的
の
詰
め
の

作
業
に
入
る
。
私
と
し
て
は
、
平
成

七
年
度
に
は
一
部
供
用
開
始
に
持
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
だ
全
体
像
が
き
ち
っ
と
つ
か
め

て
い
な
い
の
で
、
終
了
年
度
に
つ
い

て
は
、
お
答
え
し
に
く
い
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

ゆ
基
本
計
画
が
完
成
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
や
、
千
手
地
区
に
つ
い

て
は
、
処
理
場
に
対
す
る
詰
め
の
作

業
が
終
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
全
体
の
数
字
が
出
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
一
戸
当
り
の
費
用
も

申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

ゆ
ま
だ
全
体
と
し
て
の
一
戸
当
り

の
負
担
額
を
明
示
で
き
る
段
階
で
は

な
い
。
し
か
し
、
建
設
省
所
管
の
下

水
道
の
場
合
は
、
農
林
水
産
省
の
補

助
事
業
で
実
施
す
る
よ
り
も
、
か
な

り
個
人
負
担
は
高
く
な
る
と
い
う
こ

と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　
同
じ
下
水
道
事
業
と
い
う
利
益
・

サ
ー
ビ
ス
が
、
補
助
の
仕
組
み
が
違

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
負
担
に

差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
差
が
あ

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
新
た
な
融
資
制

度
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。

樹
下
水
道
工
事
を
、
ど
こ
か
ら
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
一

山
野
田
区
画
整
理
事
業
の
開
始
・
終

了
の
問
題
が
、
両
事
業
に
関
連
す
る

大
き
な
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

②
年
度
内
に
診
療
所
用
地
の
メ
ド
を

つ
け
て
、
平
成
四
年
度
に
施
設
の
具

体
策
、
医
師
の
増
員
計
画
な
ど
を
検

討
し
、
五
年
度
着
手
と
い
う
こ
と
に

も
っ
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
併
設
し
て
老
人
施
設
を
作

り
た
い
と
い
う
構
想
も
あ
る
の
で
、

規
模
、
位
置
、
費
用
な
ど
、
申
し
上

げ
ら
れ
る
段
階
で
は
な
い
。
一
年
も

早
く
見
通
し
を
つ
け
て
、
こ
れ
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

総
合
福
祉
の
プ
ラ
ン
づ
く
り

　
戸
田
哲
次
議
員

　
医
療
施
設
の
充
実
強
化
と
高
齢
化

対
策
の
具
体
的
計
画
、
進
め
方
、
「
寝

た
き
り
老
人
ゼ
ロ
作
戦
」
に
向
け
た

具
体
的
な
考
え
を
。

南
　
　
雲
　
町
長

　
二
十
一
世
紀
に
は
、
国
民
の
約
四

人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

化
社
会
に
な
る
と
い
わ
れ
、
こ
の
た

め
、
町
民
の
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　　　　　　　騙　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　陶　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　葡　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　櫛　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　緬　　　　　　　一　　　　　　曹　　　　　　噂　　　　一　　　　一　　　一　　　9　　一　　一　　一　騨　一一一

く
り
を
促
進
し
、
総
合
的
な
保
健
医

療
対
策
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
大
幅
な

拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、
保
健
、

医
療
、
福
祉
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
、

介
護
家
族
の
負
担
軽
減
、
在
宅
福
祉
、

地
域
福
祉
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

き
た
い
。

　
老
人
福
祉
施
設
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
に
つ
い
て
も
十
分
検
討
を
加
え
、

一
つ
の
ゾ
ー
ン
の
中
に
バ
ラ
ン
ス
よ

く
配
置
さ
れ
、
将
来
に
向
け
た
施
設

づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
趨
れ

、
簾
懲

　
　
　
　
頚
囎

多くのボラン
ています（7．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
た
め
、
総
合
開
発
後
期
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
定
に
は
、
で
き
る
も
の
か
ら
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
標
年
次
を
定
め
、
積
極
的
に
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

良
質
米
生
産
地
確
立
対
策
を

　
　
柳
　
　
藤
作
議
員

㎜
①
米
の
輸
入
自
由
化
に
対
す
る
考
え

　
は
。

一
②
米
価
対
策
と
、
う
ま
い
米
づ
く
り

　
対
策
の
考
え
は
。

　
　
南
　
　
雲
　
町
長

①
町
の
農
業
は
米
づ
く
り
に
あ
る
。

　
　
　
　
－
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
、
灘
、
，

　
　
叢

　　　　　　　　　　　　叢　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　灘　　　　　　　　難　　　　　　　灘　　　　　　難　　　　　叢　　　　鐵　　難
　盟嚢1

灘

騨羅
，
・

．
躍

懸
灘

麟戦．

灘
、
．

　
　
　
　
職
騨
編

　
　
　
　
議
　
鹸
『

行
政
と
し
て
は
具
体
的
な
行
動
は
と

れ
な
い
も
の
の
、
米
づ
く
り
を
脅
か

す
米
輸
入
自
由
化
は
、
断
固
反
対
し

て
い
く
所
存
で
あ
る
。

②
町
と
し
て
は
、
米
価
の
地
域
区
分

別
入
札
制
度
を
採
用
す
る
よ
う
、
県

経
済
連
に
強
く
求
め
て
い
く
つ
も
り

で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
米
生
き
残
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

繋菌

糖
麟
蕪
懲
曙

　
　
灘
顯
蟹
響
　
－
を
集
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
な
ど
は
有

　
　
　
襲
　
　
　
ど
起

・
　
　
　
，
　
　
な
決
力
な
一
つ
の
手
段
で
あ
る
と
考
え
て

舞
い
る
．
町
総
合
開
発
後
期
計
画
凌

欄
讐
罐
陸
難

「
る
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平
成
戴
年
度
か
ら
ス
タ
ー
欝
し
赴
、

『
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
畜
瀞
年
戦

略
鰯
　
（
、
黎
ー
ル
総
プ
ラ
ン
）
は
よ
嬢
、

欄
寝
だ
き
り
老
人
悲
ロ
作
戦
壌
が
進

め
、
捗
れ
餐
騨
ま
す
。
そ
の
一
環
老
し

《
厚
生
雀
は
滋
と
し
璽
鑑
月
、
　
糊
寝

だ
き
鞭
懇
滋
燕
の
牽
が
条
臨
を
発
表

し
豪
し
だ
。

　
「
年
巻
謹
れ
ば
、
寝
た
き
ゆ
に
な

る
の
は
仕
方
雌
な
騨
＆
と
臨
　
－
脳
卒

中
ば
か
か
れ
ば
、
寝
た
き
嬢
は
避
け

ら
れ
な
騨
も
の
臨
ど
騨
う
考
鑑
が
根

強
く
残
っ
て
騨
ま
す
、
縷
か
し
、
寝

た
き
り
は
、
適
切
な
訓
練
と
介
護
を

施
せ
ば
墨
分
に
景
防
で
き
る
、
と
鞍

で
騨
ま
ず
。

　　　　　　ずノ　　　　　ージィ

’博繍
　　　　　　◇　　　　十
N掌←マ考‡γ”、7

　　　　　　　　　へ、　い

　　　　　r〈．　．膠！

訓
練
と
介
護
で

　
　
　
　
　
　
　
　
一
騨
方
き
の
ノ
は
暫
屍
砺
協
G
き
る

］
脳
卒
中
と
骨
折
予
防
　
寝
た
き
り

ゼ
ロ
ヘ
の
第
一
歩

　
寝
た
き
り
原
因
の
第
一
位
は
脳
卒

中
（
約
三
～
五
割
）
で
、
次
い
で
老
衰

（
約
二
割
）
、
骨
折
（
約
一
割
）
と
続
い

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
脳
卒
中
と

骨
折
が
寝
た
き
り
の
原
因
の
約
半
分

を
占
め
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
二
つ

の
病
気
を
減
ら
す
こ
と
が
、
寝
た
き

り
予
防
の
第
一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。

定
期
検
診
を
受
け
て
、
成
人
病
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

國
寝
た
き
り
は

つ
く
ら
れ
る

果　
高
齢
者
は
、

　
寝
か
せ
き
り
か
ら

過
度
の
安
静
逆
効

一
週
間
寝
こ
ん
だ
だ

け
で
筋
肉
の
力
が
衰
え
た
り
、
起
き

上
が
ろ
う
と
い
う
意
欲
が
な
く
な
っ

た
り
し
た
り
し
て
、
簡
単
に
寝
た
き

り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
じ
っ
と
寝
か
せ
て
お
く
ほ

う
が
本
人
も
楽
だ
し
、
介
護
す
る
側

も
手
が
か
か
ら
な
く
て
楽
だ
と
錯
覚

し
が
ち
で
す
。
で
も
実
は
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
寝
か
せ
き
り
に
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ぽ
う

と
、
逆
に
病
気
（
肺
炎
、
痴
呆
な
ど
）

携
十手
くピx

を
併
発
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
風
邪
や
ケ
ガ
で
も
早
く
治
し
て
、

安
静
期
間
を
で
き
る
だ
け
短
く
す
る

よ
う
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

囹
リ
ハ
ビ
リ
は
　
早
期
開
始
が
効
果

的
始
め
よ
う
　
ベ
ッ
ド
の
上
か
ら

訓
練
を

　
こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
は
、
脳
卒
中

の
発
作
が
起
き
た
と
き
、
安
静
第
一

が
治
療
の
基
本
と
考
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
い
ま
で
は
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
機
能
回
復
訓
練
）

を
早
く
始
め
れ
ば
始
め
る
ほ
ど
、
機

能
の
回
復
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い

て
全
身
の
状
態
が
よ
け
れ
ば
、
発
作

の
直
後
遅
く
と
も
一
週
間
以
内
に
は
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
す
べ

き
だ
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

團
暮
ら
し
の
中
で
の
リ
ハ
ビ
リ
は

食
事
と
排
せ
つ
、
着
替
え
か
ら

　
リ
ハ
ビ
リ
の
結
果
、
歩
行
機
能
が

回
復
し
て
も
、
退
院
後
、
自
宅
に
帰

っ
て
か
ら
徐
々
に
機
能
が
低
下
し
て
、

歩
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

例
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
は
い
っ
て
も
、
医
療
機
関
と
同

じ
レ
ベ
ル
の
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
の
な
か

で
、
当
た
り
前
の
、
そ
し
て
最
も
基

本
的
な
動
作
（
食
事
、
排
せ
つ
、
着
替

え
な
ど
）
を
、
体
の
動
か
せ
る
範
囲

で
、
な
る
べ
く
元
気
な
こ
ろ
と
同
じ

よ
う
に
行
う
よ
う
、
心
が
け
れ
ば
い

い
の
で
す
。

囹
朝
起
き
て
　
ま
ず
は
着
替
え
て
身

だ
し
な
み
　
寝
・
食
分
け
て
生
活
に

メ
リ
と
ハ
リ

　
寝
る
場
所
と
食
事
を
と
る
場
所
の

釈
．

僧rl“

　　　∵抽

一
爾
づ

　
　
　
　
飢

　
　
　
ψ

、

　
響
　
　
’
p

　
／

区
別
の
な
い
生
活
パ
タ
ー
ン
は
、
外

へ
出
る
意
欲
を
低
下
さ
せ
、
閑
じ
込

も
り
か
ら
寝
込
み
、
ひ
い
て
は
寝
た

き
り
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
体
に
障

害
が
残
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

一
日
中
寝
間
着
を
着
た
ま
ま
で
い
た

り
、
寝
床
で
食
事
を
と
っ
た
り
す
る

こ
と
が
習
慣
に
な
る
と
、
生
活
に
メ

リ
ハ
リ
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
身
だ
し
な
み
を
整
え
る
こ

と
は
、
外
出
の
予
定
が
な
く
て
も
気

分
転
換
に
な
っ
た
り
、
他
人
に
よ
い

印
象
を
与
え
た
り
す
る
こ
と
で
自
分

に
自
身
が
も
て
る
な
ど
、
活
動
的
な

生
活
へ
の
動
機
づ
け
に
な
り
ま
す
。

囹
「
手
は
出
し
す
ぎ
ず
　
目
は
離
さ

ず
」
が
介
護
の
基
本
自
分
の
気
持

ち
を
大
切
に

　
時
間
が
か
か
っ
て
も
、
自
分
で
で

き
る
こ
と
は
自
分
で
し
て
も
ら
う
よ

う
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。
自
力
で
実
行

す
る
気
持
ち
を
も
て
る
よ
う
支
援
し

て
、
心
身
の
機
能
低
下
を
招
か
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
安
易
な
オ
ム
ツ
の
使
用
は
、
自

尊
心
を
傷
つ
け
、
生
活
意
欲
を
奪
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
社
交
性
を
低
下
さ

せ
、
結
果
と
し
て
寝
た
き
り
に
さ
せ

が
ち
で
す
。

回
ベ
ッ
ド
か
ら
　
移
ろ
う
移
そ
う

車
椅
子
　
行
動
広
げ
る
機
器
の
活
用

　
寝
た
き
り
状
態
か
ら
自
立
を
図
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰭
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なて
い
く
た
め
に
は
、
各
種
の
機
器
を

活
用
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　
ベ
ッ
ト
で
体
を
起
こ
す
こ
と
が
で

き
る
人
は
、
車
椅
子
を
利
用
し
て
、

短
時
間
で
も
毎
日
ベ
ッ
ド
か
ら
離
れ

る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
ょ
う
。
床

ず
れ
の
予
防
や
食
欲
の
向
上
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
寝
食
を
区
別
す

る
う
え
で
も
、
車
椅
子
は
重
要
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
車
椅

子
を
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

人
は
、
屋
外
に
出
る
こ
と
を
目
標
に

し
ま
し
ょ
う
。

＼

，》

「し一

圖
手
す
り
つ
け
　
段
差
を
な
く
し

住
み
や
す
く
　
ア
イ
デ
ア
生
か
し
た

住
ま
い
の
改
善

　
高
齢
者
は
、
障
害
が
な
く
て
も
、

筋
力
の
低
下
や
平
衡
機
能
、
目
や
耳

の
衰
え
な
ど
か
ら
転
び
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
手
す
り
の
取
り
付
け
や

段
差
の
解
消
、
す
べ
り
止
め
の
処
置

な
ど
、
住
環
境
を
改
善
し
、
安
全
で

住
み
や
す
く
す
る
工
夫
が
必
要
で
す
。

　
じ
つ
　
ち
　
　
　
　
　
　
そ
　
と

回
家
庭
で
も
社
会
で
も
　
よ
ろ
こ
び

見
つ
け
　
み
ん
な
で
防
ご
う
　
閉
じ

込
も
り

　
一
日
中
、
何
も
し
な
い
で
家
に
閉

じ
込
も
っ
て
い
る
と
、
運
動
機
能
が

衰
え
て
、
何
か
し
よ
う
と
い
う
意

欲
を
失
っ
て
し
ま
う
た
め
、
寝
た
き

り
の
前
兆
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
家
庭
や
社
会
で
一
定
の
役
割
を

も
ち
、
自
主
的
な
生
活
を
送
れ
ば
、

心
身
の
機
能
低
下
を
防
ぎ
、
寝
た
き

り
を
予
防
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

圃
蓬
ん
で
利
用
　
機
能
訓
練
デ
イ
・

サ
ー
ビ
ス
　
寝
た
き
り
な
く
す
　
人

の
和
地
域
の
輪

　
在
宅
の
高
齢
者
の
た
め
に
、
地
域

で
は
保
健
サ
ー
ビ
ス
と
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
し
て
い
ま
す
。
保
健
サ
ー
ビ
ス

は
健
康
相
談
や
機
能
訓
練
な
ど
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
i
派

遣
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
老
人
ホ
ー

ム
の
短
期
滞
在
）
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

（
日
帰
り
で
受
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
）

な
ど
の
事
業
で
す
。
こ
う
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
、
寝
た
き
り
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

現
場
か
ら
の
声

　
町
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
、
寝
た

き
り
老
人
な
ど
の
お
世
話
に
あ
た
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
活
動
を
通
し
た

声
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
若
い
う
ち
か
ら
心
掛
け
が
大
切

　
　
　
　
　
　
　
相
崎
時
代

　
寝
た
き
り
に
な
っ
た
老
人
の
共
通

の
特
徴
は
、
第
一
に
や
り
た
い
こ
と

を
持
た
な
い
人
、
第
二
に
周
囲
に
頼

り
た
が
る
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
何
か
や
り
た
い
こ
と
を
持
つ
人
は
、

そ
の
こ
と
が
社
会
と
の
つ
な
が
り
や

刺
激
を
与
え
、
た
と
え
痛
く
て
も
、

つ
ら
く
て
も
、
起
き
て
や
り
た
い
こ

と
に
取
り
か
か
る
、
寝
た
き
り
に
な

り
に
く
く
し
ま
す
。
や
り
た
い
こ
と

を
持
た
な
い
人
は
、
刺
激
も
励
み
も

な
い
た
め
、
寝
付
く
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
私
の
訪
問
し
て
い
る
方
の
中
で
も
、

ベ
ッ
ド
の
上
で
積
極
的
に
手
足
を
動

か
し
て
い
る
方
は
、
訪
問
の
た
び
に

驚
く
ほ
ど
の
回
復
力
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
そ
う
い
う
方
は
早
く
良
く
な

り
、
一
人
で
歩
け
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
い
う
『
や
り
た
い
こ
と
』
を
目

標
に
、
努
力
を
惜
し
ま
な
い
方
で
す
。

そ
の
こ
と
は
、
本
人
に
も
良
い
結
果

を
生
み
出
し
、
周
囲
の
介
護
を
し
て

く
れ
る
人
に
も
大
き
な
喜
び
を
も
た

ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　
そ
の
反
対
に
、
消
極
的
に
す
べ
て

介
護
者
に
頼
り
、
一
日
中
眠
っ
て
何

も
す
る
気
の
な
い
人
は
、
手
足
に
拘

縮
が
起
き
、
ま
す
ま
す
重
い
状
態
と

な
り
、
ひ
い
て
は
床
ず
れ
の
心
配
な

ど
も
起
き
ま
す
。
本
人
は
も
と
よ
り
、

介
護
を
し
て
く
れ
て
い
る
人
に
も
大

変
な
労
働
を
強
い
る
悪
い
結
果
と
な

る
の
で
す
。

　
や
り
た
い
こ
と
を
持
ち
、
周
囲
に

頼
ら
な
い
、
自
力
で
努
力
を
す
る
自

立
心
の
あ
る
人
に
は
急
に
は
な
れ
ま

せ
ん
。
や
は
り
、
若
い
う
ち
か
ら
毎

日
の
生
活
の
中
で
繰
り
返
し
行
動
し

て
こ
そ
、
老
後
も
努
力
で
き
る
人
と

な
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
若
い
う
ち
か
ら
の
心
掛
け
で
老
化

を
一
歩
も
二
歩
も
遠
ざ
け
、
寝
た
き

り
と
な
ら
な
い
よ
う
な
努
力
を
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
お
世
話
さ
れ
て
い
る
方
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
援
護
射
撃
を

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
悦
子

　
在
宅
老
人
な
ど
の
お
世
話
は
、
施

設
に
入
所
し
て
い
る
の
と
違
い
、
限

ら
れ
た
条
件
の
中
で
す
の
で
、
お
世

話
す
る
人
へ
の
負
担
軽
減
を
第
一
に

考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
家
族
全
員
の
問
題
と
し
て
と
ら

え
、
協
力
を
得
る
こ
と
が
、
よ
り
良

い
お
世
話
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
決
し
て
、
お
世
話
さ
れ
て
い
る
人

ひ
と
り
で
問
題
を
抱
え
込
ま
な
い
よ

う
、
社
会
資
源
な
ど
大
い
に
利
用
し
、

お
年
寄
り
に
と
っ
て
快
適
な
生
活
を

提
供
し
た
い
も
の
で
す
。

　
年
齢
と
と
も
に
失
う
も
の
が
増
え

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
長
期
の
寝
た
き
り
者
に
と
っ

て
は
、
な
お
深
刻
な
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
う
し
た
と
き
の
訪
問
者
の

出
現
は
、
言
葉
に
尽
く
し
が
た
い
も

の
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
友
達
づ
く
り

を
心
掛
け
、
友
愛
訪
問
的
な
こ
と
を

約
束
さ
れ
て
お
い
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
…
…
。
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、

隣
人
、
地
域
な
ど
、
周
り
の
支
援
が

大
切
に
な
り
ま
す
。

　
老
人
福
祉
の
「
介
護
」
の
第
一
は
、

本
人
に
何
か
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
は

な
く
、
本
人
が
主
体
的
に
で
き
る
こ

と
を
実
践
で
き
る
よ
う
配
慮
し
、
心

身
の
機
能
の
低
下
を
少
し
で
も
先
へ

延
ば
し
て
や
る
こ
と
で
す
。

　
寝
て
い
る
状
態
か
ら
座
る
姿
勢
へ

の
転
換
は
、
人
と
し
て
生
き
る
た
め

の
第
一
歩
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持

ち
ま
す
。
　
「
座
る
」
こ
と
に
よ
り
、

社
会
生
活
が
よ
り
身
近
な
も
の
と
な

り
、
目
標
も
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で

し
よ
・
フ
。

　
そ
こ
で
、
事
情
に
よ
っ
て
は
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
ィ
（
短
期
保
護
）
を
利
用

し
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
（
日
帰
り
で
受

け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
）
で
は
、
日
常

生
活
か
ら
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
生
き

が
い
に
も
通
じ
、
介
護
者
に
と
っ
て

は
健
康
保
持
の
一
助
と
な
る
こ
と
で

す
の
で
、
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

3．8．10轡



　　　噸難薫

、

平
成
二
年
度
で
一
ト
ン
当
り
お
よ
そ
　
　
一
万
一
、
三
〇
〇
円
に
も
な
り
ま
す
。

懸
幡
臓
願
．
璽
鞘
が
増
斑
懸
の
皿

難灘

．
隷

紬

獄
、

犠」

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
と
、

毎
日
い
ろ
い
ろ
な
ゴ
ミ
が
出
ま

す
。
そ
の
ゴ
ミ
が
ど
う
処
理
さ

薫

れ
て
い
る
か
、
考
え
た
こ
と
は

少
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
ゴ
ミ
が
収
集
さ
れ
る

こ
と
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な

っ
て
、
こ
の
ゴ
ミ
の
行
き
場
が

減
り
、
処
理
す
る
経
費
が
年
々

多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
状

　
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
ゴ
ミ
が
増
え
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
か
つ
て
は
、
買
い
物
は
カ
ゴ
を
下

げ
て
買
い
に
行
き
、
牛
乳
や
ジ
ュ
ー

ス
、
酒
類
な
ど
は
回
収
さ
れ
る
瓶
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
今
で
は
、
店
が

く
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
の
買
い
物
袋
、
紙

容
器
や
缶
、
使
い
捨
て
で
回
収
さ
れ

な
い
瓶
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
は
、
肉

や
魚
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
皿
に
載

っ
て
ラ
ッ
プ
に
巻
か
れ
、
野
菜
ま
で

も
ラ
ッ
プ
に
巻
か
れ
て
売
ら
れ
て
い

る
、
過
剰
包
装
の
よ
う
な
気
も
し
ま

　
　
「

　
町
で
も
、
本
腰
を
入
れ
て
ゴ
ミ
の

減
量
対
策
を
考
え
、
　
【
ま
ず
、
燃
え

る
ゴ
ミ
や
生
ゴ
ミ
は
で
き
る
だ
け
各

家
庭
で
処
理
し
て
い
た
だ
こ
う
」
と

い
う
こ
と
で
、
ゴ
ミ
焼
却
炉
と
生
ゴ

ミ
処
理
容
器
の
普
及
を
促
進
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
購
入
し
て
い
た
だ

い
た
世
帯
に
は
、
購
入
代
金
の
一
部

を
補
助
す
る
制
度
を
継
続
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
本
年
度
こ
れ
ま
で
に
、
ゴ
ミ
焼
却

炉
十
三
基
、
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
百
六

十
個
が
新
規
購
入
さ
れ
、
各
ご
家
庭

す
。
こ
れ
ら
も
、
ゴ
ミ
を
増
や
し
て

い
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
私
た
ち
の
生
活

は
た
い
へ
ん
便
利
に
、
ま
す
ま
す
豊

か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
欲
し
い
物

が
豊
富
に
そ
ろ
っ
て
い
る
た
め
、
古

く
な
っ
た
も
の
や
壊
れ
て
し
ま
っ
た

も
の
は
、
ま
だ
使
え
る
も
の
で
も
捨

て
て
し
ま
う
。
　
「
新
し
い
も
の
を
買

っ
て
し
ま
え
ば
い
い
」
と
い
う
こ
と

が
、
生
活
の
中
で
普
通
に
な
っ
て
き

た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

謬

翼
難
麗
鰻
が
見
直
緬
働

阿

騨難鑛

を
、
私
た
ち
は
、
真
剣
に
考
え

　　　　　　　撚

　　　圏

て
み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
の
、
鐵
疑
は
．

平
成
二
年
度
、
町
で
収
集
さ
れ
た

一
年
間
の
ゴ
ミ
の
量
は
三
、
六
二
ニ

ト
ン
。
町
民
一
人
当
り
で
は
四
〇
五

キ
ロ
に
も
な
り
ま
す
。
燃
え
る
ゴ
ミ

だ
け
を
み
て
も
、
一
年
間
で
二
、
一

九
七
キ
ロ
、
一
人
当
り
二
四
六
キ
ロ

も
の
ゴ
ミ
を
捨
て
て
い
る
こ
と
に
な

一
衷
四
〇
五
羅
国

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
五
年
前
の
昭
和

61

年
度
と
比
較
を
す
る
と
、
全
体
で

五
四
九
ト
ン
、
一
人
当
り
で
は
四
十

六
キ
ロ
も
増
え
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を

処
理
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た
経
費
は
、

で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ゴ
ミ
を
出
す
の
は
私
た
ち
で
す
か

ら
、
一
人
ひ
と
り
が
ゴ
ミ
を
減
ら
し

て
い
く
努
力
を
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　
な
お
、
こ
の
器
具
の
普
及
促
進
は
、

こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
補
助
制
度
な
ど
詳
し
い
こ
と
を

知
り
た
い
方
は
、
役
場
衛
生
係
ま
で

ご
照
会
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
8
六
八
⊥
三
二

　
　
　
　
　
有
線
　
　
一
一
一
四
〇
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◆

り
』

’

海
外
研
修
体
験
発
表
会

　
昭
和
六
士
二
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
、
町
の
海
外
研
修
補
助
事
業
制

度
を
、
平
成
二
年
度
で
は
二
十
六
人

が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
人
た
ち
の
体
験
発
表
会
が
、

七
月
十
八
日
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
清
水
利
浩
さ
ん
（
下
平

新
田
31
歳
）
と
、
相
崎
英
子
さ
ん
（
中

島
町
2
0
歳
）
が
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
体

験
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
清
水
さ
ん
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
・
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
、
「
ジ

ョ
イ
ス
、
エ
リ
オ
ッ
ト
、
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
な
ど
、
作
家
と
作
品
の
主
要

な
舞
台
と
な
っ
た
都
市
に
肉
眼
で
接

し
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
巡
り
合
う

こ
と
の
な
い
近
現
代
画
家
た
ち
の
作

品
の
数
々
に
触
れ
た
こ
と
な
ど
、
実

り
の
多
い
旅
だ
っ
た
」
と
語
り
、
相

崎
さ
ん
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
形
式
で

ア
メ
リ
カ
、
メ
キ
シ
コ
を
訪
れ
、
「
買

い
物
な
ど
で
返
品
が
難
し
か
っ
た
こ

と
や
、
買
い
物
な
ど
は
お
金
を
あ
ま

り
持
ち
歩
か
ず
カ
ー
ド
を
利
用
し
て

い
る
こ
と
、
低
カ
ロ
リ
ー
食
品
が
多

く
目
に
つ
い
た
こ
と
」
な
ど
、
日
常

生
活
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
、
六
人
の
海
外
研
修
参

加
者
が
、
司
会
者
の
質
問
に
答
え
る

と
い
う
、
座
談
会
形
式
で
話
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し

て
み
ま
す
。

○
主
食
や
米
の
味
な
ど
は
ど
う
で
し

　
た
か

　
樋
ロ
ト
ヨ
さ
ん

　
　
（
中
仙
田
60
歳
イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
）

　
現
地
の
人
た
ち
は
、
バ
ナ
ナ
の
皮

の
よ
う
な
葉
に
、
チ
ャ
ー
ハ
ン
み
た

い
な
も
の
を
入
れ
、
手
ず
か
み
で
食

べ
て
い
た
。
ホ
テ
ル
で
食
べ
た
お
米

は
パ
サ
パ
サ
し
て
い
て
、
ス
プ
ー
ン

で
す
く
っ
て
食
べ
た
方
が
い
い
み
た

い
な
気
が
し
た
。

○
海
外
の
ス
キ
ー
場
に
行
か
れ
て
、

　
日
本
と
違
っ
た
点
は

　
上
村
英
雄
さ
ん

　
　
　
（
上
野
4
8
歳
カ
ナ
ダ
）

　
ス
キ
ー
場
は
広
く
、
混
雑
す
る
こ

と
の
な
い
快
適
さ
は
、
日
本
で
は
味

わ
え
な
い
も
の
が
あ
る
。

○
山
岳
少
数
民
族
の
生
活
の
状
況
は

　
村
越
久
吉
さ
ん

　
　
　
（
野
口
4
2
歳
タ
イ
）

　
焼
畑
農
耕
や
狩
猟
な
ど
を
し
て
暮

ら
し
て
お
り
、
主
食
は
陸
稲
で
あ
る
。

か
な
り
生
活
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る

よ
う
だ
。

○
経
済
的
な
ど
で
感
じ
た
こ
と
は

　
高
橋
正
樹
さ
ん

　
　
（
田
戸
2
2
歳
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
他
）

　
バ
ン
コ
ク
は
、
　
「
リ
ト
ル
東
京
」

を
思
わ
せ
る
。
し
か
し
、
空
港
か
ら

三
十
分
も
走
ら
な
い
所
で
は
、
肩
を

寄
せ
合
う
よ
う
な
長
屋
で
暮
ら
し
て

い
る
人
々
が
い
る
。
生
活
・
技
術
水

準
で
は
、
川
西
町
の
方
が
数
段
う
え
。

○
研
修
国
を
想
像
し
た
も
の
と
現
実

　
と
で
感
じ
た
こ
と
は

片
桐
秀
幸
さ
ん

　
　
　
（
木
落
2
9
歳
西
ド
イ
ッ
ほ
か
）

　
ハ
デ
で
ゴ
テ
ゴ
テ
し
た
場
面
に
な

れ
て
い
る
自
分
に
は
、
拍
子
抜
け
し

た
気
分
で
し
た
。
食
事
も
シ
ン
プ
ル

で
、
昼
、
夜
も
品
数
が
限
ら
れ
て
質

素
で
あ
っ
た
。

○
女
性
の
服
装
に
つ
い
て
の
印
象
は

　
丸
山
す
み
子
さ
ん

　
　
（
中
屋
敷
61
歳
中
国
）

　
五
年
前
は
女
性
も
人
民
服
だ
っ
た

そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
年
ほ
ど

前
か
ら
女
性
は
ス
カ
ー
ト
を
は
き
、

お
し
ゃ
れ
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
ス

タ
イ
ル
ブ
ッ
ク
か
ら
抜
け
出
た
よ
う

な
方
が
、
朝
の
早
く
か
ら
歩
い
て
い

る
、
ビ
ッ
ク
リ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
平
成
二
年
度
に
、
海
外
研
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨
欄

海外研修者の話を熱心に聞く参加者

に
参
加
し
た
人
た
ち
の
レ
ポ
ー
ト
集

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
委

員
会
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
一
読
を
。

川
西
星
空
の
会
に

　
　
　
天
体
望
遠
鏡
が
贈
呈

黛
き
藻
難
覧

贈
呈
さ
れ
た
天
体
望
遠
境
と

　
代
表
の
南
雲
さ
ん

　
七
月
十
一
日
、
日
本
生
命
財
団
（
向

坊
隆
会
長
）
か
ら
、
児
童
・
少
年
の

健
全
育
成
に
役
立
た
せ
て
ほ
し
い
と
、

川
西
星
空
の
会
（
代
表
南
雲
敏
夫
さ

ん
．
中
屋
敷
）
に
、
天
体
望
遠
鏡
（
七

十
五
万
円
相
当
）
一
式
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　
県
内
で
は
、
星
空
の
会
を
含
め
て
、

十
二
団
体
が
該
当
に
な
り
ま
し
た
。

　
星
空
の
会
は
、
平
成
元
年
度
に
発

足
。
町
内
全
小
学
校
の
高
学
年
を
対

象
に
、
五
月
か
ら
十
一
月
の
問
、
月

二
回
の
天
体
観
測
会
を
開
い
て
い
ま

す
。　

ま
た
、
夜
間
の
観
測
の
ほ
か
、
昼

間
の
太
陽
観
測
、
野
鳥
観
測
な
ど
、

学
校
授
業
で
は
実
施
し
に
く
い
変
化

に
富
ん
だ
自
然
観
測
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
五
人
の
指
導
者
が
中
心
に

な
っ
て
活
動
を
進
め
て
お
り
、
今
ま

で
に
、
五
〇
〇
人
ほ
ど
が
星
空
の
観

測
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
同
会
で
は
、
　
「
よ
り
効
果
的
な
活

動
が
図
ら
れ
る
」
と
、
た
い
へ
ん
喜

ん
で
お
り
、
今
後
の
活
動
が
さ
ら
に

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

3．8．10醗



1＝＝
●
　
　
O

健康ウォーク上野地区は地元です。

2．3キロではちょっとものたりないナ

テープカットのもよう〔左から世紀東急工業（株）竹内中越営業所長．桑原議会議長

南雲町長．戸田議会総文委員長．（株）丸山工務所　丸山社長〕

　
七
月
二
十
一
日
、
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
（
中
子
ふ
る
さ
と
広
場
・

元
町
地
内
）
が
オ
ー
プ
ン
し
、
こ
こ

を
会
場
に
、
第
四
回
健
康
づ
く
り
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
第
四
回
町
民
つ
な
引
き

大
会
や
第
三
回
健
康
づ
く
り
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
、
健
康
ウ
ォ
ー
ク
な
ど

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
十
時
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
オ

ー
プ
ン
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
さ
れ
た

あ
と
、
五
十
回
以
上
の
献
血
、
三
十

回
以
上
の
献
血
功
労
者
、
保
健
衛
生

功
労
者
、
一
年
間
家
族
が
一
度
も
医

療
機
関
を
使
わ
な
か
っ
た
、
四
世
帯

の
健
康
家
族
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
パ
タ

ー
ゴ
ル
フ
場
の
無
料
開
放
、
子
供
宝

さ
が
し
大
会
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
も

あ
り
、
多
彩
な
催
し
と
あ
っ
て
、
大

変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

衰
彰
さ
れ
た
方
々

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

●
献
血
功
労
者

　
（
県
表
彰
）

50
回
相
　
崎
　
武
三
郎
（
中
島
町
）

健康ウォーク仙田地区の人は、

松葉荘から歩きました
　　　　　　　3．8．10醗

　　　　　　　　　30　　　50
”””””””””回＿”回
渡田大小数長白北柄曝触
辺村塚林藤部井村沢津聾巻塚

孝正甚ミ進春　良タ芳　幸高
　　　サ　　　　　ケ
治司一子吉代晃ニノ雄　夫志
ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　　　ハ　　　　　　　ハ
上鷲沖沖崖寺甥曹耀
野田田立立敷尾町町町　辛兼
）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　　　　　）　）

●
保
健
衛
生
功
労
者

小イ左小2度

林藤海辺

チ
ョ
子
（
中
屋
敷
）

キ
　
ミ
（
上
　
野
）

恵
美
子
（
中
仙
田
）

ス
ズ
イ
（
神
社
町
）

●
健
康
家
族

小羽数平

幡鳥藤野

定時壮英

二夫一男
ハ　ハ　ハ　ハ
仁上中四
田野黙
）　）　）　）

＼



　
　
　
　
　
騒

蘇灘、

子供宝さがし大会。賞品札がなかなか
見つからない子もありました

難
鍵

懸 譲鞭

舞　　　　婁蝋

奎

健康づくり大会開会式のようす

小学校高学年の部で優勝したS　S　C中仙田

鶯 　
　
　
　
　
繍

撒榊

子供から大人まで多くの人が

参加したジャンケン大会

第3回健康づくり

ゲートボール大会結果

》
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
で
優
勝

　
し
た
斎
木
麻
友
美
さ
ん

　
　
　
　
　
（
千
手
小
5
年
）

位
位
位
位

－
且
2
3
Q
り

小白倉白鷺会

仁田老友会

第三分団千寿会

中仙田にこにこ会

纏

健康ウォーク橘地区の参加者は、

3．8．10　　　4キロの道のりです

　第4回町民つな引き大会

　　　　　　　　　　結果

〔小学校低学年の部〕

1位木落
2位　わんぱく大将（橘小）

〔小学校高学年の部〕

位
位
位
位

1
2
3
4

SSC中仙田
仁田ジュニァ

上野っ子

千手小4年
〔一般の部〕

1位　白　倉

2位　ポパイアンドオリーブ（発電所通り）

3位　リゲイン役場

3位木落B

　灘
磯繧

饗　
艶

．鰍

欝

蹄
榊蕪

鮮　　　　艶

16チームが参加して、白熱した

　試合が繰り広げられました

鞭

饗 葬

　　懸灘

灘

健
康
ウ
ォ
ー
ク
千
手
地
区
か
ら
は

総
勢
　
三
百
人
の
参
加
で
す

漁燃



　
中
魚
沼
農
業
共
済
組
合
で
は
、
平

成
四
年
四
月
一
日
採
用
の
一
般
職
員

二
人
（
大
嵩
奉
一
人
、
高
校
卒
一
人
、

い
ず
れ
も
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
を
、

次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

募
集
条
件

○
　
川
西
町
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、

昭
和
4
0
年
4
月
2
日
～
4
9
年
4
月

　
1
日
生
ま
れ
の
人
。

○
　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
を
含

む
）
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
人
。

中魚沼農業共済組合

　　　　職員募集
一般職員莫舞校採用の予定

　申込受付9月5日まで
○

職
務
の
性
質
上
、
男
性
に
限
る
。

試
験
の
日
時
、
場
所
、
方
法

1
筆
記
試
験

試受試
験鮭験

場間日

方
　
　
法

9
月
1
7
日
（
火
）

午
前
1
0
時
～
1
0
時
2
0
分

新
潟
市
川
岸
町

新
潟
県
農
業
共
済
組
合

　
　
　
　
　
連
合
会

高
校
卒
“
一
般
教
養
問

題
（
地
方
公
務
員
初
級

試
験
問
題
に
準
ず
る
）

と
作
文
。

大
学
卒
目
一
般
教
養
問

題
（
地
方
公
務
員
中
級

試
験
問
題
に
準
ず
る
）

と
作
文
。

2
面
接
試
験

試
験
日
9
月
1
8
日
（
水
）

受
付
時
問
　
午
前
9
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
時
5
0
分

試
験
場
　
十
日
町
市
北
新
田

　
　
　
　
中
魚
沼
農
業
共
済
組
合

願
書
の
受
付
期
間
と
申
込
先

受
付
期
間
　
9
月
5
日
ま
で
必
着

申
込
先
　
中
魚
沼
農
業
共
済
組
合

　
　
　
　
　
総
務
課

そ
の
他

　
応
募
願
書
な
ど
詳
細
は
、
中
魚
沼

農
業
共
済
組
合
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
君
五
二
⊥
三
六
四

団地に誘致

盈
轟

　　　　　　　　　　　　　　　醐　　　　　　　　　　　圏　　　　　　　⑳　　　　鵬
　
　
　
灘

欝
　
轍

㈱

調
印
書
を
交
わ
す
石
北
社
長
（
右
）

と
南
雲
町
長

　
七
月
十
九
日
、
役
場
委
員
会
室
で
、

町
と
阪
東
電
機
株
式
会
社
（
石
北
久

夫
取
締
役
社
長
7
0
歳
）
と
の
間
で
、

進
出
契
約
の
調
印
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
群
馬
県
渋
川
市
に
本
社

が
あ
り
、
資
本
金
四
、
五
〇
〇
万
円
、

社
員
二
百
五
十
人
、
今
期
生
産
見
込

み
額
お
よ
そ
五
十
億
円
。
オ
ー
デ
ィ

オ
（
音
響
）
．
映
像
機
器
用
の
電
源

ト
ラ
ン
ス
の
製
造
・
販
売
を
し
て
い

ま
す
。
川
西
工
場
が
完
成
す
る
と
、

ハ
イ
フ
ァ
イ
オ
ー
デ
ィ
オ
（
音
響
機

器
中
で
も
、
音
質
が
追
及
さ
れ
た
製

品
）
電
源
ト
ラ
ン
ス
市
場
の
三
十
％

を
占
め
る
、
国
内
最
大
規
模
の
メ
ー

カ
ー
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
社
は
昭
和
4
7
年
に
塩
沢

町
に
塩
沢
工
場
を
稼
働
。
4
8
年
に
は

小
国
町
で
関
連
会
社
を
設
立
し
て
お

り
、
川
西
工
場
は
、
県
内
で
は
三
番

　　雛

塩
辛
工
場
団
地

顯

目
、
自
社
工
場
と
し
て
は
二
番
目
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
川
西
工
場
は
、
こ
と
し
十
～
十
一

月
こ
ろ
に
着
手
。
お
よ
そ
三
億
八
千

万
円
を
か
け
て
建
設
さ
れ
、
月
産
一

億
二
千
万
円
の
オ
ー
デ
ィ
オ
用
電
源

ト
ラ
ン
ス
の
製
造
が
見
込
ま
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
で
は
、
塩
辛
に
一
万
三
千
平
方

メ
ー
ト
ル
の
工
場
団
地
を
造
成
し
、

新
潟
県
東
京
事
務
所
を
通
じ
て
企
業

の
誘
致
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
同
社

は
、
そ
の
第
一
号
に
当
り
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
同
社
関
係
者
、
仲
介

の
労
を
い
た
だ
い
た
県
企
業
立
地
課

の
斎
藤
副
参
事
か
ら
も
同
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
同
社
で
は
、
す
で
に
七
十
人
の
社

員
募
集
を
始
め
て
お
り
、
九
月
に
は

仮
建
物
で
操
業
を
開
始
し
た
い
と
し

て
い
ま
す
。

事
8
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毎
年
夏
に
な
る
と
、
各
地
で
水
不

足
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
、
環
境
破
壊
や
水
質

汚
染
が
深
刻
化
し
た
と
い
う
報
道
も

相
次
ぎ
、
一
般
家
庭
で
の
飲
み
水
に

対
す
る
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
二
回
に
わ
た
り
川
西
町

の
水
道
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

第
一
回

撚
纐
隷

　
私
た
ち
が
ふ
だ
ん
何
気
無
く
使
っ

て
い
る
水
道
の
水
。
そ
の
水
は
ど
こ

か
ら
取
り
入
れ
、
ど
の
よ
う
に
浄
化

さ
れ
、
ど
こ
を
通
っ
て
蛇
口
ま
で
届

い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
そ
こ
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

轍
源
醸
灘

　
町
の
水
道
の
水
源
は
す
べ
て
地
下

水
で
、
そ
の
大
部
分
は
深
井
戸
に
よ

る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
白
倉
及
び

室
島
簡
易
水
道
の
水
源
は
、
湧
水
（
ゆ

う
す
い
）
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
水
源
か
ら
取
水
さ
れ
た

水
（
原
水
）
は
、
導
水
管
を
通
じ
、

直
接
ま
た
は
中
継
水
槽
を
経
て
浄
水

場
へ
と
運
ば
れ
ま
す
。

灘
麟
霧
灘
繕
灘

　
取
水
さ
れ
た
原
水
に
は
、
鉄
や
マ

ン
ガ
ン
な
ど
の
不
純
物
や
、
大
腸
菌

な
ど
の
細
菌
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
塩
素
な
ど
の
薬
品
を
注
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
酸
化
、
死
滅
さ

せ
、
さ
ら
に
ろ
過
機
、
ろ
過
槽
に
通

し
て
浄
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
方
法
は
、
原
水
の
水
質
が
比

較
的
良
い
場
合
に
多
く
用
い
ら
れ
る

簡
易
な
方
法
で
、
川
や
ダ
ム
、
湖
な

ど
か
ら
取
水
し
て
い
る
場
合
は
、
さ

ら
に
複
雑
で
高
度
な
浄
水
シ
ス
テ
ム

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
町
で
最
も
規
模
の
大
き
い
千
手
浄

水
場
で
は
、
五
基
の
ろ
過
機
を
使
っ

て
一
日
平
均
約
二
、
○
○
○
ト
ン
の

水
を
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
希
望

に
よ
り
機
会
を
設
け
て
見
学
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

絵
癒
ぽ
慧

浄
水
場
で
き
れ
い
に
さ
れ
た
水
は
、

｛

似
信
濃
川

醐

醐
滲

＠A《へ

　価

木落・寺ケ崎

　　∫

壷㊥
農1

D・D線ド

千
手
地
区

白倉地区

橘
地
区．

創

　
　
　
池
（

　
　
　
水

　
　
　
配

　
　
　
橘

白倉簡易水道

倉大

　
　
町

子
元

川西町上水道

，ノ弐
中子配水池《＠

身聴
配水池　雇

　　　　上野酉i

　
　
　
　
　
　
　
　
場

　
　
　
　
　
影
赫

ー
馨
k
輪

　
配

　
倉

　
白

㌧寄・

野配水池

署己水の留

留犀哩姜
中仙田　⑭
　配水池

　　　　　山
　　　　　ノ
　　　　　根
　　　　　地
山ノ根　ノ1区

配馳∈ヲ

千手浄水場

診璽
室島浄水場

室島簡易水道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
配

浄
水
場
内
の
配
水
池
及
び
給
水
区
域

の
高
所
に
あ
る
配
水
池
へ
送
水
管
を

通
じ
て
運
ば
れ
ま
す
。

　
そ
こ
か
ら
、
減
圧
槽
な
ど
で
水
圧

を
調
整
し
な
が
ら
、
配
水
管
を
通
し

て
給
水
区
域
に
配
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　
配
水
管
の
口
径
は
、
給
水
区
域
の

人
口
や
世
帯
数
な
ど
に
よ
っ
て
、
二

一》

赤岩地区

（

○
○
、
、
・
リ
～
五
〇
、
・
・
リ
と
異
な
り
、

そ
の
延
長
は
約
八
十
キ
ロ
に
達
し
て

い
ま
す
。

　
水
は
配
水
管
（
本
管
）
か
ら
、
よ

り
小
口
径
の
給
水
管
に
分
水
さ
れ
、

量
水
器
を
経
て
家
庭
や
事
業
所
の
そ

れ
ぞ
れ
の
蛇
口
に
流
れ
出
て
、
上
水

と
し
て
の
ひ
と
と
お
り
の
旅
を
終
え

＠
　1．

ま
す
。

室島配水池

　
第
一
回
は
、
取
水
か
ら
給
水
ま
で

の
流
れ
を
概
観
し
ま
し
た
。
次
回
は
、

実
際
家
庭
で
ど
れ
く
ら
い
水
が
使
わ

れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
お
い
し
い

水
と
は
、
水
質
は
、
と
い
っ
た
こ
と

が
ら
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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橘
医
療
利
用
組
合
②

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

村
議
が
医
療
を
説
く

　
昭
和
二
十
六
年
一
月
一
日
付
、
『
厚

生
文
化
』
の
特
集
記
事
は
次
の
よ
う

に
続
く
（
原
文
の
ま
ま
）

　
記
者
は
秋
深
い
い
ち
に
ち
、
医
療

組
合
の
設
立
に
寝
食
を
忘
れ
て
奔
走

し
、
そ
し
て
今
な
お
わ
が
子
の
成
長

を
願
う
よ
う
に
、
陰
に
な
り
陽
と
な

っ
て
病
院
の
発
展
を
見
ま
も
っ
て
い

る
同
村
元
村
議
戸
田
貞
次
（
八
○
）
、

元
村
長
、
農
業
会
長
野
沢
秀
保
（
五

〇
）
両
氏
を
訪
ね
た
。

　
一
年
の
う
ち
四
ケ
月
間
は
雪
に
覆

わ
れ
、
積
雪
一
丈
余
に
も
達
す
る
同

村
で
は
開
業
医
は
居
つ
か
ず
、
大
正

年
間
か
ら
長
い
間
無
医
村
で
あ
っ
た
。

昭
和
六
、
七
年
と
い
え
ば
、
農
村
の

不
況
は
ド
ン
底
に
あ
っ
た
。
同
村
も

ご
多
聞
に
も
れ
ず
打
ち
ひ
し
が
れ
、

病
気
を
す
れ
ば
死
を
覚
悟
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
惨
状
に
あ
っ
た
。
当
時
村

議
だ
っ
た
戸
田
、
野
沢
両
氏
や
故
木

村
鉄
蔵
氏
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
医

療
利
用
組
合
の
設
立
を
力
説
し
た
の

が
事
の
は
じ
ま
り
だ
っ
た
。

組
合
認
可
に
丸
二
年

「
昭
和
六
、
七
年
と
い
え
ば
今
か

ら
約
ふ
た
昔
前
に
な
る
が
、
私
た
ち

は
医
療
組
合
を
真
剣
に
考
え
も
し
、

実
行
に
移
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
運

動
を
は
じ
め
て
か
ら
認
可
に
な
る
ま

で
の
二
年
間
、
そ
の
後
も
勿
論
つ
づ

い
た
が
、
こ
の
間
は
何
と
い
っ
て
も

産
み
の
悩
み
と
い
う
か
、
並
大
抵
の

こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
」

　
真
っ
白
な
長
髪
を
し
ご
く
戸
田
翁

の
言
葉
を
つ
い
で
、
野
沢
さ
ん
は
、

「
故
人
と
な
っ
た
木
村
さ
ん
を
組
合

長
に
、
戸
田
さ
ん
を
副
組
合
長
に
、

本
村
と
隣
村
の
七
部
落
を
区
域
と
し

て
橘
医
療
組
合
を
つ
く
る
こ
と
に
な

り
、
私
た
ち
は
夜
が
夜
中
で
も
一
軒

一
軒
説
き
廻
っ
た
。
第
一
回
の
出
資

創
立
当
時
の
橘
診
療
所

　
　
　
（
戸
田
千
代
さ
ん
提
供
）

は
千
二
百
口
で
総
額
六
千
円
、
一
口

五
円
の
出
資
金
を
五
年
月
賦
で
し
た
。

こ
ん
な
状
態
で
し
た
か
ら
診
療
所
の

新
築
な
ど
と
て
も
と
て
も
。
そ
こ
で

戸
田
さ
ん
一
家
を
尼
寺
へ
押
し
込
め

て
仕
舞
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ
こ
（
現

在
の
本
館
）
が
そ
れ
な
の
で
す
。
」

　
旅
費
に
窮
し
て
質
屋
へ

　
組
合
の
構
想
と
診
療
所
の
建
物
は

出
来
あ
が
っ
た
が
、
問
題
は
そ
の
後

に
控
え
て
い
た
。
認
可
の
獲
得
の
掌
に

は
戸
田
翁
が
あ
た
っ
た
。
小
千
谷
中

学
校
で
教
鞭
を
と
っ
た
こ
と
の
あ
る

蓮
池
公
吹
氏
（
現
秋
田
県
知
事
）
が

当
時
農
林
省
産
業
組
合
課
事
務
官
を

し
て
い
た
の
で
、
蓮
池
氏
を
頼
み
の

綱
と
し
て
二
年
間
と
い
う
も
の
、
戸

田
翁
は
東
京
と
郷
里
を
往
復
し
た
。

　
「
そ
う
そ
う
、
東
京
か
ら
村
へ
帰

る
旅
費
に
窮
し
て
時
計
を
質
に
入
れ

た
り
、
野
沢
さ
ん
か
ら
借
り
て
い
っ

た
ス
テ
ッ
キ
の
金
環
を
は
ず
し
て
旅

費
に
あ
て
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
」
と

当
時
を
述
懐
す
る
戸
田
翁
で
あ
る
。

　
屋
敷
林
で
赤
字
埋
め

　
医
師
の
招
へ
い
も
蓮
池
氏
を
通
じ

て
寄
生
虫
病
の
泰
斗
、
慶
応
大
学
の

小
泉
丹
教
授
に
相
談
し
た
結
果
、
同

教
授
の
尽
力
で
直
弟
子
の
漢
京
淳
博

士
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
郡
下

に
初
め
て
の
医
学
博
士
を
迎
え
て
地

元
は
大
喜
び
だ
っ
た
が
…
。

　
「
診
療
所
を
始
め
た
も
の
の
出
資

金
は
月
賦
だ
し
、
米
一
俵
六
円
と
い

う
時
代
だ
っ
た
の
に
、
医
師
の
俸

給
は
年
に
三
百
円
で
県
知
事
級
だ
。

こ
れ
だ
け
で
も
経
営
は
赤
字
と
な
り
、

赤
字
に
赤
字
が
か
さ
ん
で
い
く
た
び

か
手
を
あ
げ
な
ば
な
ら
ん
状
態
に
立

到
っ
た
が
、
理
事
十
六
名
、
監
事
八

名
と
い
う
大
役
員
制
を
と
り
、
役
員

一
同
力
を
合
わ
せ
、
め
い
め
い
が
屋

敷
林
を
売
払
う
な
ど
し
て
赤
字
を
補

填
し
な
が
ら
持
ち
こ
た
え
て
来
た
。

　
医
師
会
の
反
対
も
物
す
ご
く
、
医

療
組
合
に
関
係
し
た
医
者
は
罰
金
五

百
円
を
と
ら
れ
て
除
名
さ
れ
る
と
か
、

組
合
に
か
か
っ
た
患
者
は
診
て
や
ら

ぬ
と
か
、
仲
々
圧
迫
が
あ
っ
て
抗
争

が
三
年
も
つ
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
に

私
た
ち
は
警
察
か
ら
無
産
党
だ
と
い

わ
れ
、
特
高
に
つ
け
ら
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
こ
の
内
外
の
多
事
も
や
っ

と
軌
道
に
乗
っ
た
と
き
、
郡
医
療
連

の
動
き
が
あ
り
、
昭
和
十
六
年
七
月

に
郡
連
に
入
っ
て
い
っ
た
。

診
療
網
を
拡
大

　
そ
の
後
、
同
診
療
所
は
昭
和
十
八

年
七
月
県
医
療
連
、
翌
十
九
年
四
月

に
は
県
農
業
会
、
廿
三
年
八
月
県
生

産
農
協
連
の
経
営
と
変
っ
て
い
っ
た

が
、
こ
の
間
士
二
年
七
月
中
条
村
に

出
張
診
療
所
（
中
条
病
院
の
前
身
）

を
開
設
し
た
の
を
手
は
じ
め
に
、
同

年
十
二
月
下
条
村
に
、
十
四
年
『
月
に

は
仙
田
村
に
、
十
五
年
六
月
に
は
下
条

村
に
さ
ら
に
も
う
一
つ
と
そ
れ
ぞ
れ

出
張
診
療
所
を
開
い
て
診
療
網
を
拡

大
す
る
と
共
に
、
小
泉
教
授
ら
の
尽

力
に
よ
る
農
村
寄
生
虫
研
究
の
医
学

徒
を
毎
年
十
名
内
外
を
招
き
、
こ
れ

ら
の
医
学
徒
の
う
ち
そ
の
研
究
に
よ

っ
て
升
名
以
上
が
医
学
博
士
に
な
っ

て
い
る
の
を
見
て
も
、
農
村
医
学
へ

の
貢
献
は
大
き
い
。

　
病
院
と
密
接
な
村
民

　
同
席
の
柳
院
長
に
戸
田
・
野
沢
両

氏
は
、
　
「
今
年
は
先
生
方
と
ピ
ン
ポ

ン
大
会
を
や
る
ん
だ
と
、
青
年
た
ち

が
ハ
リ
切
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
頑

張
っ
て
下
さ
い
…
。
」
病
院
の
人
々

と
村
民
と
の
つ
な
が
り
を
密
接
に
し

よ
う
と
、
つ
ね
に
つ
と
め
て
い
る
。

　
去
る
五
月
完
成
し
た
新
館
の
建
築

費
百
六
十
万
円
の
大
半
を
、
地
元
が

進
ん
で
拠
出
し
た
の
も
病
院
と
の
人

的
つ
な
が
り
を
物
語
る
。
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
記
者
は
村
の
人
々
か
ら
聞

か
さ
れ
た
。
満
八
十
才
を
迎
え
て
カ

ク
シ
ャ
ク
た
る
戸
田
翁
は
「
仕
事
は

こ
れ
か
ら
で
す
よ
」
。

　
記
者
は
戸
田
翁
か
ら
墨
痘
鮮
や
か

な
自
作
の
一
詩

　
　
　
入
事
可
知
百
々
ケ
矛

　
　
　
甚
桁
明
楽
’
心
円

　
　
　
倦
該
止
水
観
神
仏

　
　
　
掲
ト
乾
坤
ス
’
鞭

を
い
た
だ
い
て
橘
村
を
後
に
し
た
。
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・
小
れ
あ
い
動
物
ラ
シ
r

『
な
か
よ
し
物
場
』
瀞
窮
慮

露
聾

麹　鍵
磯

　
　

　
織

　
繍　

徽
　
瓢

．
　
穐

完
成
し
た
牧
場
の
前
で
、
喜
び
の
児
童
た
ち

，
甑
河

蟹
v　ウ奪、

　
〆

　
七
月
十
九
日
、
仙
田
小
学
校
（
入

沢
稔
校
長
・
児
童
数
62
人
）
中
庭
に
、

ふ
れ
あ
い
動
物
ラ
ン
ド
「
仙
田
な
か

よ
し
牧
場
」
が
で
き
、
そ
の
牧
場
開

き
が
あ
り
ま
し
た
。

　
牧
場
は
、
学
校
・
P
T
A
な
ど
が

中
心
に
な
っ
て
一
年
が
か
り
で
計
画

を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
動
物
は
地

元
の
方
々
や
、
地
元
に
ゆ
か
り
の
あ

る
人
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　

こ
こ
に
は
、
生
後
五
カ
月
の
子
牛

一
頭
、
五
月
中
旬
に
生
ま
れ
た
小
ヤ

ギ
一
頭
、
う
さ
ぎ
五
羽
、
イ
ン
コ
、

チ
ャ
ボ
、
カ
ル
ガ
モ
、
ア
ヒ
ル
、
コ

イ
な
ど
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
牧
場
開
き
で
は
、
次
第
を
飼
育
委

員
が
坦
当
。
来
賓
や
関
係
者
が
見
守

る
な
か
児
童
全
員
が
集
合
し
、
動
物

繍鰍趨麟麟漁鹸羅鋤紬耀瓢幽瀬．懇．＝舗…轟媛樋・三，，、戴廉瓶繋

墾
誉
罐
籍
繁
雛
織

を
．
舞
凝
ぎ
婦

切
に
世
話
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
　
簸

と
児
童
の
代
表
が
あ
い
さ
つ
し
、
早
　
購

速
、
牧
場
で
動
物
た
ち
と
遊
ん
で
い

ま
し
た
。
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響
，

細
纏
鑛

繧のボ
騰

ン簗諺

　
七
月
三
十
日
、
農
業
構
造
改
善
会

館
で
、
親
子
米
料
理
教
室
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
、
普
及
所
、
農
協
が
、

米
消
費
拡
大
運
動
の
一
環
と
し
て
、

子
供
に
日
本
型
食
生
活
の
定
着
を
図

り
、
米
の
知
識
と
お
い
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
、

こ
と
し
で
三
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
催
し
に
は
、
地
元
上
野
小
学

校
児
童
・
父
兄
を
は
じ
め
、
お
よ
そ

四
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
も
し
ろ

お
米
ク
イ
ズ
を
し
た
り
、
家
庭
で
作

る
の
り
巻
き
の
要
領
を
教
え
て
も
ら

っ
た
り
し
た
り
し
て
、
さ
あ
、
こ
れ

か
ら
ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻
き
づ
く
り
に

挑
戦
で
す
。

無
事
の
り
巻
き
づ
く
り
を
終
え
て
、

繍欄

蹴

　
な
れ
な
い
手
付
き
で
果
敢
に
の

り
巻
き
づ
く
り
に
挑
む
こ
と
お
よ
そ

二
十
分
。
お
米
一
斗
、
の
り
百
十
枚

を
使
っ
て
、
長
さ
な
ん
と
十
七
メ
ー

ト
ル
六
セ
ン
チ
の
、
の
り
巻
き
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
去
年
作

っ
た
も
の
よ
り
も
、
五
十
セ
ン
チ
ほ

ど
長
い
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　
児
童
ら
は
、
　
「
う
ま
く
で
き
て
良

か
っ
た
」
　
「
楽
し
か
っ
た
」
と
感
想

を
話
し
て
お
り
、
　
「
来
年
も
あ
る
と

い
い
ネ
」
と
声
を
そ
ろ
え
て
言
っ
て

い
ま
し
た
。

　
何
で
も
、
一
つ
の
も
の
を
作
り
あ

げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
楽
し

く
、
充
実
感
の
あ
る
も
の
で
す
。
夏

休
み
の
一
つ
の
思
い
出
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

喜
ぶ
参
加
者
た
ち

　燃馨
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鐙

羅
醐

盒
圃
圖
團

圃
函
回
▽

寄
贈
図
書
の
紹
介

○
い
じ
め
の
根
っ
こ

○
幸
せ
の
直
線
コ
ー
ス

○
飛
翔
（
私
の
ハ
ー
ド
ル
）

○
子
育
て
に
プ
ラ
イ
ド
は
い
ら
な
い

　
他
四
冊
（
各
テ
ー
マ
毎
小
冊
子
）

　
著
者
内
田
玲
子
先
生
は
、
家
庭
教

育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
で
す
。
去
る
七
月
、
千
手

小
で
「
親
と
し
て
果
た
す
役
割
」
を

講
演
さ
れ
、
生
き
て
い
く
た
め
の
示

唆
を
聴
衆
に
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。・

い
じ
め
の
根
っ
こ

　
子
供
が
非
行
に
走
る
ま
で
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
信
号
を
送
っ
て
き
ま
す
。

見
栄
や
プ
ラ
イ
ド
だ
け
で
は
子
育
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
灘
鑛
灘
醗

騨難
　
じ
　

照語

達

ー
　
灘
・

優勝を決める最後の一戦

－
嚢
．
難
灘

覇

　　…1

は
で
き
ま
せ
ん
。
各
家
庭
そ
れ
ぞ
れ

の
生
活
の
ズ
レ
を
素
直
に
気
付
い
て

く
だ
さ
い
。
生
活
の
ズ
レ
が
非
行
や

い
じ
め
の
根
っ
こ
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。
と
、
講
演
の
中
で
も
豊
富
な

事
例
を
挙
げ
て
熱
っ
ぽ
く
語
り
か
け

ま
し
た
。

・
幸
せ
の
直
線
コ
ー
ス

　
ど
の
家
庭
に
も
、
暮
ら
し
ぶ
り
や

心
ぐ
せ
の
積
み
重
ね
で
命
の
原
版
が

あ
る
。
そ
れ
が
親
か
ら
子
へ
と
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
を
プ

ラ
ス
の
心
根
の
発
動
で
克
服
す
る
こ

と
が
幸
せ
の
直
線
コ
ー
ス
だ
と
説
く
。

・
飛
翔
（
私
の
ハ
ー
ド
ル
）

　
八
人
姉
弟
の
長
女
と
し
て
貧
乏
の

家
庭
に
育
っ
た
著
者
の
半
世
紀
に
わ

た
る
自
叙
伝
で
あ
る
。
特
に
姑
と
の

争
い
は
す
さ
ま
じ
い
。
こ
れ
程
自
分

を
さ
ら
け
出
し
た
の
も
め
ず
ら
し
い
。

　
講
演
を
更
に
深
く
心
に
銘
記
す
る

た
め
に
も
一
読
く
だ
さ
い
。

　
六
月
二
十
六
日
、
総
合
体
育
館
で
、

老
人
ス
ポ
ー
ッ
大
会
が
開
か
れ
、
お

よ
そ
六
〇
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
総
合
体
育
館
建
設

を
契
機
に
地
区
対
抗
方
式
で
実
施
さ

れ
て
お
り
、
こ
と
し
で
十
三
回
目
と

な
り
ま
す
。

　
当
日
は
、
七
種
目
に
熱
い
老
人
パ

ワ
ー
の
激
突
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

＝＝3＝3＝3＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝3＝＝＝3＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝器＝＝＝＝3＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

響嚇く
千
手
小
学
校
ー

3．8．10

6
年
野
上
康
代
さ
ん

6
年
真
明
良
彰
君

4
年
柄
沢
健
太
君

2
年
佐
藤
　
卓
君

1
年
片
桐
裕
太
君

3』

　
　
泣
網

5
年
清
水
　
優
君

5
年
平
野
千
秋
さ
ん

3
年
星
名
壮
大
君

（
9
月
号
は
上
野
小
学
校
で
す
）



　
六
月
二
十
五
日
か
ら
四
日
間
、

十
日
町
地
区
皇
居
勤
労
奉
仕
団

一
行
が
、
皇
居
の
清
掃
奉
仕
を

し
て
き
ま
し
た
。
当
町
か
ら
は

七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
来
年
も
引
き
続
い
て
奉
仕
団

を
送
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

申
し
込
み
先

　
山
野
田
　
田
村
才
一
郎

　
　
　
君
六
八
－
二
三
五
九

　
　
　
有
線
　
　
二
一
二
一
八

U
タ
ー
ン
登
録
を
し
ま
せ
ん
か

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
職
安
で
は
、
　
を
提
供
し
た
り
、
再
就
職
の
相
談
に

新
規
学
卒
者
の
地
元
就
職
の
促
進
と
、
　
応
じ
た
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

地
元
出
身
の
県
外
在
住
者
の
U
タ
ー

ン
就
職
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
町
で
も
「
U
タ
ー
ン
情
報
コ
ー
ナ

ー
」
を
設
置
し
て
、
U
タ
ー
ン
登
録

の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
登
録
を
希
望
す
る
方
に
は
、
安
定

所
か
ら
地
元
の
希
望
す
る
求
人
情
報

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
職
安

　
奮
五
七
－
二
四
〇
七

役
場
商
工
観
工
係

　
智
六
八
i
三
コ
一

　　姜
－　　　目　　　　』自　　　剛

　　　　　4思
　　　　　（敬称略）
一般寄付

高橋丑松（寝屋川市）

　　　　　　3万円

曳書

停
電
の
お
知
ら
せ
蒙
！

嚇
8
易
昂
　
練

　
　
　
中
仙
田
の
一
部
　
錦

’

午
前
9
時
30
分
～
正
午

…
・
．
・
．
嚢
嚢
馨
警

果
」

結
場

第4回町内学童親善相撲大会

　　　　　　　　7月14日　総合体育館相撲場一

■団体戦

　優勝　千手小学校A

　　（高橋和也、松崎正、斎藤保、平沢克広、高橋
　　　伸一、渡辺洋平、小野塚拓也、高橋俊博）

会員によって除幕される句碑

武彦、星名淳二、高橋智之、

隆、小柳直也）

　
七
月
十
四
日
、
芦
の
芽
会
（
金
山

良
晃
代
表
）
の
創
立
六
十
周
年
を
記

念
し
て
、
句
碑
の
建
立
除
幕
式
が
、

清
龍
寺
境
内
で
あ
り
ま
し
た
。

　
か
つ
て
、
故
金
山
良
念
さ
ん
ら
五

～
六
人
の
グ
ル
ー
プ
が
、
清
龍
寺
で

「
芦
の
芽
」
と
名
付
け
た
俳
句
を
楽

し
む
集
ま
り
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
　
「
自
分
た
ち
だ
け
で

な
く
、
何
と
か
俳
句
の
会
を
作
り
た

い
も
の
だ
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
昭

和
六
年
三
月
、
　
「
芦
の
芽
会
」
を
発

啓吾、北村公太郎、田村清、

吉典、清水剛）

校
松
洋
校
片
根
校
藤
井

　
　
辺
学

小
也
渡
小
樹
光
小
延
平

　
　
　
　
野

　
　
　
　
上
山
水
千
雲
崎

　
　
　
　
位

　
　
　
　
2

桐
津
B
田
上

、
、
学
　
、
、

一
利
手
基
康

丸
清
　
　
南
川
戦

（
　
位
（
　
人

　
　
3
　
　
　
　
固

　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
■

4　　年 5　　年 6　　年

優勝 高橋　俊博（千手） 秦野　勝義（橘） 清水　利光（上野）

2位 藤原　弘生（橘） 田村　　潔（千手） 高橋　伸一（千手）

3位 水落　信行（橘） 斎藤　　保（千手） 渡辺　洋平（千手）

4位 高橋　和也（千手） 高橋　智之（上野） 田辺　　学（千手）

5位 南雲　基延（千手） 野沢　貴宏（橘） 川崎　康平（千手）

6位 松崎　　正（千手） 平沢　克広（千手） 蔵品　　歩（千手）

足
。
年
々
愛
好
者
も
増
え
、
以
来
、

多
く
の
俳
人
を
育
て
、
長
年
に
わ
た

る
文
化
活
動
は
、
町
内
外
に
広
く
浸

透
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
当
日
は
、
町
の
会
員
ほ
か
、
各
地

か
ら
俳
句
愛
好
者
六
十
人
ほ
ど
が
集

ま
り
、
句
碑
の
建
立
を
祝
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
群
馬
、
埼
玉
な
ど
か
ら
訪

れ
た
人
も
い
た
よ
う
で
す
。

　
県
内
外
で
も
、
芦
の
芽
会
の
よ
う

に
六
十
年
も
経
過
す
る
古
い
文
化
団

体
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
碑
に
は
、
現
会
員
二
十
四
人

の
句
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
芦
の
芽
会
は
、
創
立
五
十

周
年
に
は
、
町
の
交
通
安
全
憲
章
を

作
成
し
、
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

声
援
に
こ
た
え
る
「
チ
ビ
ッ
コ
」
力
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋
纏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
、
欝
灘
難
露

難

3．8．10醗



麹
羅
懸
馨

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

野
沢
み
ず
き
富
　
昭
二
女
野
　
口

　
　
　
　
　
登
志
子

　
　
　
か
お
り

　
　
　
　
　
　
博

藤富丸巻井山
夏
織
淑
　
子
長
女
霜

じ
ゅ
ん
　
敏

淳
　
　
孝
　
子

あ
や
か

彩
佳
簸
理
棚

二
男
上

三
女
塩

辛野条
　
　
　
み
ほ
秀
昭

和
久
井
美
穂
幸
　
恵
長
女
木
　
落

　
　
ゆ
う
た
ろ
う

村
越
裕
太
郎
酷
編
長
男
野
・

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

　　　　 　　　　 ハ　小丸丸大小
陳

　川山山野幡
仙秀裕芳　正
　　　　恵
正樹子弘　人
韓岩東高大木
　　善原白
国瀬寺田倉落
か　　　 か　か
ら　　　　り　り

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

高小上　樋北高上小相
橋林村　口村橋村林崎

幸イソ　キカサ常富甚
平サメ　ワツク雄蔵平
878582　　　817873676353
ハ　　　ハ　　　　 ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ
ー真信　敏本健功本本

郎一雄　明人造一人人
癖1）暴嵩摩
尾田野景　町倉野敷立

中
尊
寺
芭
蕉
の
像
や
梅
雨
の
中
，

　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

雲
の
峰
立
つ
夕
暮
の
懸
煙
草

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

長
梅
雨
の
上
ら
ぬ
中
の
熱
帯
夜

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

梅
雨
寒
を
一
声
鳴
き
し
法
師
蝉

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

沈
丁
花
ほ
の
か
に
香
る
垣
根
越
し

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

門
燈
に
巣
を
守
る
夜
の
親
燕

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

万
緑
や
結
番
札
所
賑
わ
い
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

ひ
ぐ
ら
し
の
遠
く
聞
こ
え
て
今
日
も
終
ゆ

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

お
ん
墓
の
前
よ
り
つ
ず
く
青
田
か
な

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎
保
一

朝
早
く
母
転
作
の
茄
子
採
り
に

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
井
川
　
　
亘

雨
に
ぬ
れ
あ
じ
さ
い
青
く
色
さ
え
て

　
　
　
　
　
発
電
所
通
り
春
日
　
ぶ
ん

朝
夕
の
日
詰
り
感
じ
土
用
入
り

　
　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

「
心
臓
病
の
予
防
は

　
　
　
　
普
段
の
食
生
活
か
ら

　
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
最
も
重
要
な

　
も
の
は
、
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
じ
の
　
給
が
で
き
な
く
な
り
　
心
臓
の
筋
肉

　
　
　
　
し
ん
き
ん
こ
う
そ
く

鶏
小
．
響

　
　
　
冨
太
呂
南
風
選

○
朝
顔
に
結
び
直
し
て
い
る
垣
根

〇
二
階
よ
り
見
え
て
花
火
の
遠
か
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

○
学
校
に
ペ
ン
キ
屋
が
来
て
夏
休
み

　
苗
木
市
昨
日
見
か
け
た
人
に
あ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子
　
鉄
平

　
ひ
ぐ
ら
し
の
声
鳴
き
変
る
夕
日
中

　
　
　
　
　
　
　
小
臼
倉
　
田
中
　
優
美

　
雷
二
三
と
ど
ろ
き
梅
雨
の
上
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
臼
涛

　
朝
顔
の
纏
り
の
も
ど
り
て
開
き
け
り

　
　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
金
子
　
桂
吉

　
鬼
や
ん
ま
梅
雨
の
晴
間
を
高
く
と
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
仁
田
小
幡
し
ん
女

　
万
緑
の
中
さ
や
さ
や
と
風
ぬ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
　
寛
平

　
そ
れ
ぞ
れ
の
音
色
売
り
け
り
風
鈴
屋

　
　
　
　
　
　
　
小
臼
倉
　
江
口
み
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
刈
月

境
内
に
人
影
も
な
し
蝉
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢

朝
顔
を
数
え
て
今
日
も
出
勤
す

　
　
　
　
　
四
郎
兼
　
平
野

万
緑
の
木
々
の
中
よ
り
蝉
の
音

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越

　
　
　
　
　
　
上
野
　
渡
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、

大
い
な
る
緑
蔭
に
句
碑
大
い
な
る

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

稲
暑
し
出
穂
を
間
近
か
に
お
盆
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
木
落
　
丸
山
詩
朗

五
大
堂
島
々
う
か
ぶ
夏
の
海

　
　
　
　
　
　
上
野
　
星
名
　
春
子

汗
拭
き
て
掬
い
飲
み
た
る
岩
清
水

　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

公
園
に
金
魚
売
り
出
て
子
ら
集
う

　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
　
頼
太

縞
柄
の
透
け
ワ
ン
ピ
ー
ス
梅
雨
の
晴

　
　
　
　
　
　
原
田
　
根
津
と
き
子

小
雀
が
行
手
横
切
り
暑
き
道

　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

あ
の
あ
た
り
郡
境
ら
し
き
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
ー

わ
が
町
の
山
の
臼
百
合
咲
き
初
め
しめ　恵静益朝し幸春江栄

3・8・10㊥

心
臓
病
に
も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
執
さ
讐
の
閉
塞
ま
た
は
、
山
．
屡
な
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑛
に
よ
．
て
肇
や
栄
養
の
供
麗

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
心
臓
の
筋
肉
に
酸
素

や
栄
養
を
供
給
し
て
い
る
血
管
が
詰

ま
っ
て
し
ま
い
、
血
液
の
流
れ
が
減

少
ま
た
は
、
途
絶
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
起
こ
る
病
気
で
す
。

〈
狭
心
症
V
主
に
、
動
脈
硬
化
が

原
因
で
、
血
管
の
内
腔
が
狭
く
な
り
、

心
筋
に
十
分
な
酸
素
を
送
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ

る
、
一
過
性
の
胸
痛
発
作
の
こ
と
で

す
。
狭
心
症
を
放
置
し
て
お
く
と
心

筋
梗
塞
に
な
り
や
す
く
、
十
分
な
管

理
が
必
要
で
す
。

〈
心
筋
梗
塞
V
狭
心
症
と
同
様
に
、

動
脈
硬
化
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
多
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◎

力
困
難
な
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
が
恐

れ
ら
れ
て
い
る
原
因
で
も
あ
る
わ
け

で
す
。

　
心
臓
病
の
予
防
で
最
も
重
要
な
の

は
、
動
脈
硬
化
の
予
防
に
努
め
る
こ

と
で
す
。
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
危

険
因
子
を
持
た
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。
三
大
危
険
因
子
は
、
①
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
異
常

に
高
い
高
脂
血
症
②
一
日
二
十
本
以

上
の
喫
煙
③
高
血
圧
で
あ
り
、
そ
の

ほ
か
に
も
肥
満
、
糖
尿
病
、
高
尿
酸

血
症
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　
普
段
か
ら
、
食
生
活
に
十
分
注
意

し
て
、
自
分
自
身
で
で
き
る
動
脈
硬

化
の
予
防
を
実
践
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

が
死
ん
で
し
ま
う
病
気
で
す
。

こ
の
た
め
・
胸
痛
も
狭
心
甕
り
購

も
は
る
か
に
激
墾
背
中
の
方
に
雛

ま
で
痛
み
が
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
爾
臨

熱
鞭
譲
凝
製
騒

一
般
の
健
康
診
断
で
も
発
見
す
る
の
螺

“
Σ




